
わが国の診療現場で頻繁に使用される『慢性胃炎』

には、組織学的に診断される「H. pylori 感染胃炎」と

胃が痛いなどの症状から規定される「症候性胃炎」、

内視鏡的に診断される「内視鏡的胃炎」および保険病

名としての『慢性胃炎』が存在していた。一方、医学

的には、器質的疾患である「H. pylori 感染胃炎」と機

能的疾患である「機能性ディスペプシア」に分類され

た診療へ移行されるべきとする意見もあったが、「H.

pylori 感染胃炎」や「機能性ディスペプシア」という

保険病名がなく医療現場での活用は制限されていた。

2013 年の 2月に公知申請により承認された『H.

pylori 感染胃炎』に対

する除菌治療適用拡大

および6月に『機能性

ディスペプシア』が保

険病名となったことか

らH. pylori 感染が関与

する種々の診療に大き

な影響を与えるものと

思われる。
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わが国で使用されている『慢性胃炎』は4種類図１

今後、予想される『慢性胃炎』の取り扱い方図２



『胃がんリスク検診』から『胃がん死』予防の戦略図３

I．保険適用となったと除菌治療

実際の診療現場において、内視鏡受診者のうち内視

鏡所見から『胃炎』と診断された患者に対する H.

pylori 感染検査が保険適用となった。その上で H.

pylori 陽性と判定された場合、『H. pylori 感染胃炎』と

して除菌治療が保険適用対象となっている。日本消化

器病学会では、診療現場での疑問点に応えるべく学会

ホームページでQ&Aを公開している。

わが国の『慢性胃炎』には、①組織学的胃炎である

『H. pylori 感染胃炎』、②内視鏡検査等において胃の粘

膜がただれているなどで示される内視鏡的胃炎、③自

覚症状で定義される症候性胃炎、④保険病名としての

慢性胃炎など4つが含まれていた。この中で、器質的

疾患としての『H. pylori 感染胃炎』および機能的疾患

としての『機能性ディスペプシア』が保険病名として

独立したことから、『慢性胃炎』の概念と医療現場に

おける取扱が大きく変化し、H. pylori 感染の有無をチ

ェックし除菌治療を主体とした治療体系へ移行するも

のと考えられる（図2）。

Ⅲ．胃癌死予防と検診の今後について

最近、胃癌バリウム検診の受診率が非常に低いこと

等が問題となっているが、バリウム検診ないしはバリ

ウムによる上部消化管検査にも消化管穿孔のリスクが

高いことも判明している。このような状況の中、血液

で胃癌のリスクを判定するABC分類を用いた胃癌リ

スク検診が注目されている。胃癌リスク検診と保険診

療可能となった『H. pylori 感染胃炎』に対する除菌治

療の組み合わせによって胃癌予防ないしは内視鏡検査

での早期発見による胃癌死亡者の減少効果が期待され

る（図3）。

内視鏡による胃癌の早期発見により高価な分子生物

学的抗癌剤の需要抑制のみならず除菌による胃癌自体

の抑制効果や消化性潰瘍等H. pylori 関連疾患の発症予

防効果による医療費の抑制効果も大きいものと思われ

る。



年をとると、皮膚も骨も脳も血管も、全身いたるところが老化していきます。内視鏡の

研修をはじめたころ、高齢の患者さんで胃粘膜が萎縮して薄くなっていると「老化による

萎縮」と診断し、「年相応ですね」と説明し、たまに見かける胃粘膜萎縮のない患者さんに

は「お若い胃ですね！」と申し上げていました。

でも、それは間違いでした。ピロリ菌の発見で、胃の老化に対する考え方が一変しまし

た。胃粘膜が萎縮する原因は老化ではなく、ピロリ菌感染です。ピロリ菌の感染がなけれ

ば、年をとっても胃粘膜は若いときのまま、つやつやしています。たまにみかける「若い胃粘膜」のお年寄りは、ピ

ロリ菌感染のない方だったのです。

胃を荒らす要因はピロリ菌だけなのか？

ＹＥＳ。もちろん、胃粘膜に影響を与える要因はたくさんありますが、ピロリ菌の影響が圧倒的に大きいのです。

よく、ストレスで胃炎になると言います。それは本当か、7月10日放送されたＮＨＫ「ためしてガッテン」で実験

をしてみました。ピロリ菌感染のない若い番組ディレクターが、大変ストレスのかかるトランプドミノを組み立てる

作業を3日間続け、その前後の胃の内視鏡像を比べるというもの。当ＮＰＯスタッフが内視鏡検査を行ないました。

結果、胃粘膜の内視鏡像には、ストレス作業前後で全く変化ありませんでした。

萎縮がすすんだ胃粘膜からは、高率に胃がんが発生します。胃粘膜萎縮の原因であるピロリ菌は薬で簡単に治療で

きます。ピロリ菌除菌が成功すれば、胃の老化、いや胃粘膜萎縮はそれ以上進まなくなり、胃がんになる危険度も下

がることが期待できます。胃のアンチエイジングは簡単です！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M）

■

当機構は平成25年5月29日に認定NPO法人になり、寄附して下さる方には税制上の優遇措置がございます。
みなさまのご支援を何卒宜しくお願い申し上げます。

【会費】平成25年度（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
賛助会員　（個人）1口3,000円1口以上（団体）1口30,000円1口以上　

☆お振込の際、ご親族・職場等、複数の会員様でまとめる場合は、お手数ですが払込取扱票の通信欄に全員の
お名前をご記入下さい。

■転居・所属変更・退会希望等は、お早めに電話・FAX・メールにて事務局までお知らせ下さい。


